
昭和 33 年 (1958 年 )5 月 27 日束京生まれ。
山形県米沢市育ち。4 歳の時埼玉県へ。法政大学社会学部卒。小学校教員を経る。
隣接の上尾市で全国最年少の 25 歳で市議初当選。
市議４期 (25 ～ 41 歳 )。全国最年少の 37 歳で議長。上尾市長選挙次点敗退。
予備校講師､ 鮪丼屋でひたすらマグロを切る仕事、武正公一代議士政策秘書
など､ 政治浪人 7 年余を経て、
平成 19 年、｢感動県政。｣ をスローガンに埼玉県議会議員（浦和区）初当選｡
平成 23 年、2 期目当選。
　   facebook  https://www.facebook.com/yoshihide.asanome
〒 330-0043 さいたま市浦和区大東 1-11-1-501
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電話・FAX・Eメールなどで
お申込みください。

事務所からご案内等をお送りさせていただく
場合があります。

（ご出席　ご欠席　代理）
○でお囲みください。
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今
年
３
月
17
日
、
埼
玉

県
議
会
・
福
祉
保
健
医
療

委
員
会
が
大
い
に
モ
メ
た
。

　

審
査
に
４
日
間
も
か
か
り
、

し
か
も
４
日
目
は
夕
方
4
時
に

開
会
さ
れ
た
。
通
常
と
は
異
な
っ

た
委
員
会
審
議
と
な
っ
た
。

　

モ
メ
た
理
由
は
、
補
正
予
算
案
だ
っ

た
。
内
容
は
、
全
国
的
な
建
設
費
高
騰

を
理
由
と
し
、
新
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

の
建
設
費
を
55
億
増
額
す
る
も
の
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
自
民

は
、「
経
緯
が
不
透
明
」「
説

明
が
足
り
な
い
」
と
反
発
。

　

加
え
て
、
小
児
医
療
セ

ン
タ
ー
新
病
院
建
設
費
を

逆
に
55
億
削
除
す
る
修
正

案
が
、
自
民
か
ら
出
さ
れ

て
き
た
。

　

採
決
が
、
５
対
５
の
可

否
同
数
と
な
っ
た
の
を
み

て
も
混
乱
ぶ
り
が
わ
か
る
。

　

結
局
、
委
員
長(

自
民)

が
採
決
に
意
思
表
明
し
、

最
終
的
に
は
自
民
案
は
可

決
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

引
き
続
き
３
月
26
日
に

開
か
れ
た
本
会
議
で
も
、

委
員
会
同
様
、
民
主+

公

明+

刷
新+

無
所
属
の
反

対
は
自
民
に
数
で
及
ば
ず
、

こ
の
55
億
削
る
案
は
可
決
さ
れ
た
。

「
県
民
生
活
、
子
供
の
命
の
た
め
に

１
日
も
早
い
完
成
が
必
要
」
と
の

我
々
の
主
張
も
踏
み
に
じ
ら
れ

た
。
こ
れ
で
、
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
新
病
院
は
建
設
が
、
完

全
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　

今
回
の
騒
動
は
、
東

日
本
大
震
災
の
復
興

需
要
と
２
０
２
０

年
東
京
五
輪
需

要
の
社
会
情
勢

が
原
因
だ
っ

た
。
建
築
資

材
や
人
件

費
が
高  

騰
し
て

い
る
情
勢
下
で
起
き
た
。
つ
ま
り
、

当
初
議
会
が
認
め
て
い
た
予
算
で
は

病
院
建
設
が
不
可
能
と
い
う
事
態
か

ら
起
因
し
た
訳
だ
。

　

当
初
予
算
で
発
注
で
き
る
工
事
を

入
札
に
か
け
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分

を
今
回
の
補
正
予
算
で
、
県
議
会
に

お
願
い
し
よ
う
と
の
意
思
表
示
を
し

た
も
の
の
、
自
民
は
「
経
緯
が
不
透

明
で
、
説
明
が
足
り
な
い
」
と
反
発
。

　

臨
時
議
会
が
４
月
16
日
開
会
さ
れ
、

も
う
一
度
、
審
議
し
直
し
の
経
過
を

辿
る
こ
と
に
な
る
。

　

執
行
部
か
ら
再
び
、「
手
続
き
に
瑕

疵(

か
し)

は
な
い
」
と
、
55
億
増
の

補
正
予
算
案
が
上
程
さ
れ
て
き
た
。

先
だ
っ
て
否
決
さ
れ
た
同
額
の

予
算
案
だ
。

　

こ
の
日
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

自
民
は
賛
成
に
転
換
す
る
態
度

を
取
る
。
理
由
は
「
知
事
が
反
省

し
た
か
ら
」
だ
っ
た
。

　

県
医
師
会
の
金
井
会
長
は
「
早
く

進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
遅
れ
た
こ
と
残
念
」
と
悔
し

さ
を
に
じ
ま
せ
る
コ
メ
ン
ト
を

発
し
た
。

　

私
た
ち
会
派
も
、
次
の
よ

う
な
声
明
を
出
し
た
。

「
予
算
案
を
自
民
が
否
決
。

２
月
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
建
設
工
事
は
実

質
的
に
ス
ト
ッ
プ

し
た
。
こ
の
状

況
を
危
惧
す

る
、
県
医
師

会
、
連
合

埼
玉
な

ど
16
団

体
か

ら
予
算
成
立
を
求
め
る
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。

　

今
回
の
臨
時
議
会
で
自
民
も
賛
成

し
た
議
案
は
、
先
の
議
会
で
自
民
が
猛

反
対
し
た
内
容
だ
。
あ
れ
程
問
題
視

し
た
手
続
き
上
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
自

民
か
ら
委
員
会
や
本
会
議
で
何
ら
問

題
点
を
指
摘
す
る
発
言
は
出
な

か
っ
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
た
め

に
３
週
間
と
い
う
時

間
と
経
費
を
割
く
必

要
が
あ
っ
た
の
か
、

無
責
任
だ
」

 　

よ
う
や
く

県
立
小
児

医
療
セ
ン

タ
ー
新
病

院
建
設
工

事
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

病
院
の
稼
働
を

心
待
ち
に
し
て
い

る
県
民
の
皆
様
や
患

者
の
皆
様
の
た
め

に
も
、
自
民
の
無

責
任
政
治
と
対

決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
多
く
の
命

が
救
わ
れ
る
素
晴
ら
し
い
病
院
が
、
平

成
28
年
に
は
完
成
と
な
る
予
定
だ
。

埼玉県知事 
上 田  清 司 氏

衆議院議員 
武 正  公 一 氏

自民反対

自民賛成

（このページをそのまま
　FAX してください。）



屋上ヘリポート
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1F

▲図書館内部。圧倒的な質感の書架。回廊式になっており、ここで『北
のカナリアたち』の冒頭シーンは撮られた。

▲建築界の巨人前川國男は、埼玉会館に広場（エ
スプラナード）を設計した（1966 年完成）。すで
に完成していた奥の県立浦和図書館（1960 年
完成）を取り込むことによって広場は完結した。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
初
期
治
療
を
行
い
な
が
ら
新

生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
へ
入
院
と
な

り
ま
す
。
そ
の
数
、
年
間
約
４
５
０
件
。

不
足
し
需
要
に
応
え
切
れ
な
い
現
状
（
左
図
参

照
）
を
打
破
し
、
周
産
期
医
療
や
救
急
医
療
な

ど
の
高
次
医
療
を
重
点
的
に
行
う
た
め
、
新
生

児
集
中
治
療
室
や
小
児
集
中
治
療
室
な
ど
を
、

増
床
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
、
か
な
り

前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

建
物
の
老
朽
化
と
耐
震
性
の
深
刻
な
観
点
か

ら
も
、
平
成
23
年
６
月
２
日
、
同
セ
ン
タ
ー
は

さ
い
た
ま
新
都
心
に
移
転
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。 

　

産
科
を
持
た
な
い
同
セ
ン
タ
ー
の
〝
弱
点
〟

を
克
服
す
る
た
め
、
同
時
移
転
し
て
く
る
「
さ

い
た
ま
赤
十
字
病
院
」
と
連
結
・
連
携
し
て
、

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ

ま
す
。

　

救
わ
れ
る
子
と
母
の
命
の
数
は
、
飛
躍
的
に

増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

小児医療センターの歴史

小児医療センター（中央区・新都心）
30床

埼玉医科大学総合医療センター（川越市）
60床
総合周産期母子医療センター

小児医療センター（岩槻区）
15床

　

埼
玉
県
立
図
書
館
３
館
を
１
館
に

集
約
す
る
構
想
は
支
持
し
た
い
。
し

か
し
、
浦
和
図
書
館
は
地
元
浦
和
の

大
変
思
い
入
れ
の
強
い
建
物
だ
。 

　

埼
玉
会
館
か
ら
伸
び
て
い
る「
エ

ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
」の
空
間
は
、浦
和
図

書
館
が
存
立
し
、
初
め
て
完
結
す
る
。

　昭和 40 年代に入ると、埼玉県は急激な人口増加に伴い、毎年高い出生率が続き、
次第に人口構造も変化してきた。一方、公衆衛生の向上や医学及び医療技術の進歩
に伴い、疾病構造も次第に変化をみせはじめ、特に、小児の疾病構造については、
従来比較的多かった感染症が減少し、未熟児、病的新生児、悪性新生物、先天性代
謝異常、アレルギ－等の割合が増加する傾向となった。このため、埼玉県でも小児
のための特殊、専門の医療機関の必要性が高まってきた。

昭和 48 年  11 月 県の中期計画に小児医療センター建設の施策を盛り込む。
昭和 49 年  ３月 「小児医療研究会」から、小児専門
   の医療施設の必要性が大きいとの
   報告を受ける。 
昭和 55 年  ８月 小児医療センター起工式挙行。
昭和 57 年  12 月 埼玉県病院事業設置等に関する条 
   例の一部改正において埼玉県立小 
   児医療センターの設置を決定（12  
   月定例県議会議決、 昭和58 年４月１日施行）。
昭和 58 年  ３月 小児医療センターオープン。

平成 23 年  6 月 小児医療センターは耐震上の課題などから、 さいたま新都心に
   移転することが発表される。
平成 26 年  ２月 新病院起工式。自民県議全員欠席。
  ３月 55 億増額の補正予算案に、委員会で自民反対。
   本会議でも自民反対。55 億減額案を自民提出。可決。
   県医師会・連合埼玉など 16 団体が建設要望書を緊急提出。
  ４月 臨時議会で再審議。55 億増額の補正予算案に、今度は自民、
   委員会でも本会議でも賛成。工事再開。

［新生児集中治療室（NICU）の現状］

県立小児医療センター
 ・階　　数 地下 2 階、地上 13 階
 ・構　　造 鉄骨造・鉄筋コンクリート造
 （免震構造）
 ・敷地面積 10,031.17㎡
 ・延床面積 67,885.39㎡
 ・病 床 数  316 床
 （NICU 30床、 PICU 14 床）

さいたま赤十字病院
 ・階　　数 地下 2 階、地上 14 階
 ・構　　造 鉄骨造（免震構造）
 一部鉄筋コンクリート造
 ・敷地面積 14,001.33㎡
 ・延床面積 67,452.43㎡
 ・病 床 数  632 床
 （MFICU 9 床、 EICU 8 床）

　［建物概要・断面図］

同時移転するさいたま赤十字病院（右）と
連結・連絡して母子周産期医療機能を整備する 

現在の小児医療センター

新病院建設予定地

  
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー+

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院
　
さ
い
た
ま
新
都
心
に
移
転

小児医療センター + さいたま赤十字病院配置図 建設工事スケジュール

JR さいたま新都心駅西口側から見た病院完成図

現在の小児医療センター

　

東
映
創
立
60
周
年
記
念
作
品
。『
北

の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
』
は
、
２
０
１
２

年
制
作
の
日
本
映
画
。
監 

督
は
阪

本
順
治
氏
。
こ
の
映
画
の
冒
頭
の

シ
ー
ン
に
、
こ
の
浦
和
図
書
館
は
登

場
す
る
。

　

昭
和
35
年
完
成
の
浦
和
図
書
館
は

県
都
浦
和
の
強
烈
な
思
い
出
の
建
物

で
も
あ
る
。 

　

い
っ
た
ん
は
役
割
を
終
え
る

建
物
に
対
し
て
、
別
の
切
り
口

で
、
次
の
役
割
を
持
た
せ
よ
う
と

は
で
き
な
い
か
。
県
有
施
設
に
、
新

し
い
生
命
を
与
え
、
新
し
い
鼓
動

を
呼
び
起
こ
す
発
想
で
き
な
い
か
。 

埼玉会館埼玉会館

県立浦和図書館


